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毎月、医療安全委員会では、【医療安全報告会】として、2～3 部署の医療安全改善対策 

など取組を発表してもらい、改善対策の共有を図っています。 

月 部署 発表内容 月 部署 発表内容 

４ 
総務 退院患者アンケート集計結果と課題 

１０ 
３東 内服薬の誤薬防止 院内ルールの周知徹底 

医事 家族間におけるプライバシーの認識と保護 ４西 小児の酸素投与管理のスキルアップ 

５ 
外来 患者誤認対策の実践と評価 

１１ 
５東 急変患者の対応 ケア・記録の質向上 

地域連 医療福祉相談室内の整理整頓 ５西 中止薬の確実な投与へ向けた事例検討 

６ 
RH 通所 RH転倒事例分析と改善 

１２ 
HD ０レベル報告からの改善取組 

ME 血液浄化センター 機器保守点検見直し 手術 部位誤認防止に向けた取組 

７ 
放射 救急カートの移動導線の改善 １ 情報 診療録の量的監査の実施とその評価 

検査 検体ラベル、検体・製剤保管、手順改善 

２ 

内視鏡 鎮静剤の使用時の事故防止の取組 

８ 
薬剤 インシデント事例関わり強化と対策周知 ニチイ 事例からの改善 ３事例再発防止 

栄養 配膳車運搬改善（注意喚起・手順見直し） ダスキン 針刺し防止、物品破損再発防止 

９ 
ICU 加温器使用中における熱傷防止対策 

３ 
総務 平成２６年度 退院患者アンケート集計結果 

４東 安全な内服管理 事例からの学び 医事 病床管理と指標による目的と対応 

一般の部 『ただいまー！！手洗い うがい 終わったけ 家族みんなの 合言葉』 大川邦子様 

        『医療の安全 「まさか」のミスより 「もしや」の確認』 堂前行夫様 

 

院内の部 『忘れるな ‘慣れ’という名の 不用心』 看護部 

        『三種の神器 手洗い、うがい、咳エチケット』 健康管理センター 

厚生労働省『医療安全推進週間』に合わせ、当院では毎年医療安全標語 

を募集しています。 平成 26年度募集作品の中から、一般市民の部 2作品  

院内の部 2作品 優秀賞に選ばれ、平成 27年 3月 優秀作品表彰式が行われました。 

一般市民の方 2名は、当日都合により参加されませんでしたが、後日、 

表彰状と副賞をお渡ししました。とても喜んでいらっしゃいました。  

医療安全標語は、院内掲示し、職員啓発に 

活用させていただいています。 

平成 27年度 医療安全推進週間も  

医療安全標語の募集を企画しています。 

               

    

   

   

  

  

 

 

 

 

 

金沢医科大学氷見市民病院 

医療安全小委員会 

2015年 6月 8日 発行 

 

平成 26 年度 医療安全委員会 改善対策報告会内容一覧 

医療安全標語 優秀表彰作品  一般の部 2作品  院内の部 2作品 
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医療安全通信は、各部署で回覧サインし、保管お願いします。 

 

✿新入職者医療安全研修会開催 

 平成 27年 4月 2日 平成 27年度新入職者対象の医療安全研修会 

が開催されました。医療安全の基本的考え方や対策、院内体制など盛り 

込んだ内容で、研修後のアンケートでの設問正答率も平均９８％という 

結果でした。 ６月１８日には、医療安全・感染・BLS スキルチェックなど 

の内容で、フォローUP研修会も予定されています。 

 

  
✿リハビリテーション部での新人育成 

リハビリテーション部では、プリセプター制度を活用し、新人育成を行っていく計画としています。 

患者さんの訓練方法など複数の職員で検討するだけではなく、転倒防止など患者安全への意識を

高めていこうと考えています。 また、昨年度実施した BLS 勉強会、患者フルネーム確認などの基

本的確認行動やインシデント事例の原因を分析し、再発防止対策の周知徹底を図り、リハビリテー

ション中の患者さんの安全確保を目指したいと考えています。 スタッフ一丸となって頑張っていき

ますので、ご協力・応援お願いします。              

『 安全は名前から ♡ 名前確認はすべての基本 』 
 患者さんの名前はフルネームで名乗ってもらって確認を原則とする 

 診察時、電子カルテ使用時、検査時、治療時などや点滴、注射、内服薬、受付票、検査予定表、 

指示書、食札、看護ワークシート、各種書類などに記載されている氏名と目の前の患者さんが 

合致するかをあらゆる場面で照合確認しましょう。 

 

患者さんと 

共に確認する 

自分で名乗れな

い場合は、家族

の方、保険証・

診察券で一緒に

確認する。 

指差し呼称確認 

患者さんと共に確認する 

・ネームバンド・受付票・検査

指示票と氏名を照合する。 

・認証システムで確認 

（バーコード認証） 

患者さんに名乗ってもらう 

電子カルテは指差し確認 

患者さんと共に確認する 

患者さん自身に名前を名乗ってもらう。 

お薬の名前・量・使用方法なども確認する。 

 薬剤の確認６R+アレルギー 

患者さんと共に確認する 

患者・病棟・手術室スタッフ 3 者確認 
・ネームバンドバーコード認証 

・手術安全チェックリスト 

☛ 医療安全対策 患者誤認防止対策 
 

診察室 
薬局 

手術室 
採血・注射・検査・処置 

受付・書類 

 


